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●タイムテーブル　2019年 9月 15日（日）＜ 2日目＞

9:00-10:00
特別講演

患者中心の臨床試験とは 
～与えられる医療から参加する医療へ～

演者：鈴木　利廣
P.51

10:20-11:20
教育講演 3

臨床研究はなぜ「デザイン」されなければ
ならないか～ Easy Come, Easy Go
演者：植田　真一郎
P.54

11:40-13:00
共催セミナー 6

皆さんと一緒に考えたい
Patient Engagement 
～ TransCelerate の 

立場から～
共催：TransCelerate

P.111

14:00-15:00
教育講演 4

国際基準から見た臨床研究法の 
特徴と被験者保護のポイント
演者：佐瀬　一洋
　　　大津　　洋
P.56

8:40-10:10
シンポジウム 10
CRCのキャリア「UP！」 

～人生 100 年時代 
自分のキャリアを考えよう～

P.87

12:00-13:00
共催セミナー 9

SMO による治験実施医療機関の品質管理支援 
～プロセス管理の取り組み～

共催：日本 SMO 協会
P.114

13:20-14:50
市民公開講座

患者・家族向け公開セミナー
～臨床試験、臨床研究、 
治験について知ろう～

P.116

サテライト会場
（第 4 会場）

サテライト会場
（第 4 会場）

9:00-14:00
ポスター 

閲覧

14:00-15:00
ポスター

撤去

8:40-10:10
シンポジウム 11
CRC のマネジメント力 

～症例登録遅延や 
人手不足などを 

解決するお役立て 
ツール～

P.90

10:20-11:50
シンポジウム 12
まわりの人が協力的に 

動いてくれる？ 
CRC の調整力 

～院内外のコーディ 
ネーションのアイデア～

P.93

13:20-14:50
ワークショップ 3

CRC と CRA の 
対話の部屋

＜定員制プログラム＞

P.104

9:00-11:00
シンポジウム 8

医薬品開発への 
患者参画

※サテライト会場
   (511+512）

P.80

12:00-13:00
共催セミナー 7

精神科治療薬の 
臨床試験について

共催：第 40 回日本臨床薬理学会学術総会
P.112

13:20-14:50
シンポジウム 13

がんゲノム診療  
～いよいよゲノム情報
に基づくがん医療が 

保険診療に～
※サテライト会場

   (511+512）

P.96

9:00-11:00
シンポジウム 9

他人任せにしていませんか？ 
小児医薬品開発　 
～患者・保護者、

CRC、アカデミアが 
一丸となって～

P.83

12:00-13:00
共催セミナー 8

監査の人は「付箋」まで 
残せって言うのはどうして？
共催：一般社団法人日本 QA 研究会
P.113

13:20-14:50
シンポジウム 14

再生医療等製品の治験  
～基本を知って備えよう～

P.99

15:00-15:30
表彰式 / 閉会式

8：10 ～　受付開始（場所：2F エントランスホール）　講演会場：8:10 開場

※第２会場はサテライト会場（5F　511+512）をご用意しております。

親しみやすい・基礎的な

重厚な・高度な

変わらず大切とされること
必要とされること

進歩的な、革新的な

各セッションに該当する参加目安の
マークと定義について本会では、
４つの軸に基づき参加目安を
分類しており、クローバーの葉に
色付けしております。

これはあくまで目安であり、
いずれのセッションもどなたでも
自由に参加して頂けます。

参加目安について

日
程
表
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第 19 回 CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2019 in YOKOHAMA


